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岩内東小学校長 中田 亨

今 日で二学期が終わり、担任から子供たちに通知表が渡されました。今年から道徳の評価が
新たに加わり前期（９月）までの子供たちの変容を記述させていただきました。相手を思いやるこ
と、家族の大切さを感じ取ること、あきらめずに最後までやり抜くことなど様々な価値項目につい
てみんなで話し合い、深め合いながら自分の考えを持つことができました。道徳の授業を通して
学んだことをご家庭でも話題に取り上げていただき、家庭生活の中で活かしながら実践力を高
め、心を育てていただければと思います。

子 供たちの豊かな心を育てていくことに関して５つの方法を紹介させていただきます。

明 日から冬休みに入ります。安全に気をつけて一家団欒の楽しい毎日をお過ごしください。
今年一年間大変お世話になりました。来年も皆様方にとって良い年になりますように。

❶【否定をしない】

まずわたしたち大人自身が、たとえ相手がどんな考えを持っていたとしても決して否定は
しないという気持ちを持つことが重要だということです。子供に対しても頭ごなしに否定せ
ず、なぜいけないことなのかなど、時間をかけてじっくりと教えていくことが大切です。否定
をしないで子供を育てると視野が広い子供に育つそうです。自分が否定されないので相手
のことも否定せず、いろんな価値観を持った人と交流が図れるようになります。

❷【ほめる】

本来子供が持ち合わせている長所と
いうのはなかなか気づきにくいものです
が、何かができたときだけほめるのでは
なく、元々持っている良さをほめるところ
から始めることが大切です。豊かな心は
そこから育まれていきます。

❸【本を読み聞かせる】

本は感性を豊かにし、豊かな心を作ります。人
の心の痛みがわかる子になります。小さいうちか
ら本を読み聞かせるとより効果がありますが、一
緒に本を読む時間（効果があるのは６分以上）を
持つことも大切です。ストレスの解消や表現力、
語彙力の向上など様々な効果もあります。

❹【いつも味方でいる】

小さい頃は「親」が絶対であり、心の支
えでもあります。豊かな心の子に育てる
にはいつも子供の「味方でいる」ことが大
事です。どんなときも認めて、ほめて、励
ましてあげることで豊かで広い心が育ま
れ、何かトラブルがあった時でも人は自
分を許し、自分も相手を許すことができ
るようになります。

❺【怒らず応援する】

子供の頃からたくさん怒られたり否定されると
萎縮します。豊かな心を育てるには「自立」を促
し、「応援」する方法が効果的です。何でも自分で
やらせてみて、できたらほめ、できなかったらでき
るまで応援する。嫌になったら逃げ道を作ってあ
げる事も必要です。親がしっかり支えてあげること
で、まっすぐな心を持った子供に育ちます。
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